
エネルギーマネジメント
V2H、建物消費エネルギー

竹本 泰敏
環境に配慮するとともに、生活の利便性、快適性
を確保したエネルギーの利用を目指しています。

略歴 所属学会など
2010年３月芝浦工業大学大学院工学研究科卒
業、サレジオ工業高等専門学校電気工学科、
福井工業高等専門学校電気電子工学科を経て
現職。風力発電所群の系統連系装置、太陽光
発電、小水力発電などの再生可能エネルギー
の安定化、導入促進に関する研究に従事。

電気学会
電気設備学会

研究紹介 防災レジリエンス型省エネルギー制御装置の実証検証

たけもと やすとし
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Yasutoshi Takemoto, Ryosuke Hirai, Tran San Son, Goro Fujita,”
Study on operation of distributed energy system considering
efficiency of diesel generator”, The International Conference on
Electrical Engineering 2016

Yasutoshi Takemoto, Tran Thanh Son, Goro Fujita, Takeaki
Katuki, ”Characteristic Evaluation of Electrical-Heat Hybrid PV
Panel”, The International Conference on Electrical Engineering
2016

・小水力発電導入時の連系点への影響評価
・小水力発電導入検討
・太陽光発電の運用評価、フィールドテスト
・風力発電の出力平準化
・分散電源系統の系統運用に関する評価
・住宅、非住宅建物の消費エネルギー解析

など

共同研究の事例 主な論文発表

基幹工学部
電気情報工学科

お問合せ

近年では、持続可能な社会の実現に向けて化石燃料の利用から、太陽光発電、風力発電などの再生
可能エネルギー利用へと燃料転換が行われています。自動車では、化石燃料利用の車両から、BEVを
中心に電化がすすめられています。また、さまざまなエネルギー資源から電力への燃料転換が進めら
れているため私たちの生活は、電力に依存したものになっています。本研究では、通常時の省エネル

ギ―化、再生可能エネル
ギーの有効利用と災害時
における電力供給支障時
に対応することを目的と
したＶ２Ｈシステムの実
証試験を学内設備におい
て検証しています。て検証しています。
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メタヒューリスティクス・
最適化アルゴリズム

進藤 卓也
生物の振る舞いや物理現象に基づいて開発される
最適化手法の一つである群知能アルゴリズムの開
発・性能向上やその応用について研究しています。

略歴 所属学会など
2014年 日本工業大学大学院工学研究科電
気工学専攻 修了、同年 日本工業大学工学
部電気電子工学科 助手を経て、現在 基幹
工学部電気情報工学科 助教。最適化アル
ゴリズムとその応用に関する研究に従事。

電子情報通信学会
IEEE
進化計算学会

研究紹介 最適化アルゴリズムの開発とその応用
社会性を持つ動物（例えば、鳥、魚、アリなど）が、集団で動くとき、個々の個体は単純なルール
に従っているにもかかわらず、集団として見たときには非常に複雑で、まるで知能を持っているか
のように見えることがあります。このような集団としての知能を、モデル化して工学的問題に応用
するのが"群知能"と呼ばれる分野です。このような群知能は、最適化問題を発見的に解く手法に多
く利用されています。群知能は、その性質から情報が分散していて、常に変化し続けている実世界
での問題(例えば、インターネットやマルチエージェントシステムなど)へ応用が期待できると考え
ています。本研究室では、メタヒューリスティクスの開発や性能向上、その応用についての研究を
主に計算機シミュレーションによって行っています。

主な論文発表
1) Shindo, T., Kimura, T., Hiraguri, T., “Defense against DoS
attacks by multipath routing using the ACO algorithm,”
IEICE Communications Express, 10(12), 973–978, 2021.
2) Kurosawa, H., Shindo, T., Hiraguri, T., “A Study of Small
Drone Swarm Control by Swarm Intelligent Algorithm,”
2021 RISP International Workshop on Nonlinear Circuits,
Communications and Signal Processing (NCSP2021)

共同研究の事例
・群知能アルゴリズムによるドローン制御

・雷撃による椎茸発生メカニズムの解明

・正準系粒子群最適化の開発

・カオス振動を発する低周波治療器の製作

しんどう たくや

助教
基幹工学部
電気情報工学科


